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従来のスペック概要

波長分解能 100,000

観測波長 360-1,050 nm

システム効率 20 %

温度安定性 0.1℃

限界等級（1時間積分） 13等(S/N=50)

ファイバー数と直径 0”.45×12本
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EK DraのKOOLS-IFU観測データ
（行方さんの昨年と今年の講演参照）

フレア開始からの時間[分]
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長
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• フレア中のスペクトルをずらっと並べ
たもの。

• 最初に中央で輝線成分が現われ、次に
青側の吸収線→だんだん減速。

• 太陽で観測されるＨαの変化とそっく
り！

これの意味することは？
• 太陽と同じ機構で説明可能！
• だいたいエネルギー規模に比例した質量

放出が起こっている！
• やはりスーパーフレアの影響は甚大！？
→他のバルマー線も含めた高分散分光でよ
り詳細な変化を追う

Namekata et al. (2021, submitted)



以前は

• 遅い自転速度を測る＋光球線で黒点分布を調べる→波長分解能10万
• Ca II H&K と Ca II IR triplet で太陽型星の磁気活動性を調べる→

波長域360-1,000nm

という仕様にしていた。しかし、

• フレアの様子を捉えるにはHα(+他のバルマー線)があればよい。
• 自転速度測定＋黒点分布調査ができる光球の吸収線はバルマー線の

辺りにたくさんある。
• Ca HKが取れればIRTは不要。これで磁気活動性を測るなら波長分解

能は2万くらいでよい。
• バルマー線とCa HK線を分けることで、露出時間を変えるなど柔軟

な観測ができる。

ということで、可視高分散分光器＋Ca HK線専用中分散分光器に変更。





スペック概要

波長分解能 17,000

観測波長 385-405 nm

限界等級（1時間積分） ？

波長分解能 100,000

→120,000
観測波長 360-1,050 nm

→410-710 nm
システム効率 20 % → ? %

温度安定性 0.1 ℃→ ? ℃

限界等級（1時間積分） 13等(S/N=50)

→若干悪くなる？

ファイバー数と直径 0”.45×12本
→ 0”.45x19本

可視光分散分光器可視光分散分光器

Ca HK中分散分光器



2台の分光器について

• 黒点の情報を精密に取り出せるように天文コムを入れる。（精密

視線速度測定もできる）

• ファイバー入射部はGAOES-RVと共用し、それぞれの分光器の

ファイバーに入れる前でビームスプリッターで切り分け。

• 可視光分散分光器は1階の分光器室に。Ca HK中分散分光器は

ナスミス台の下に取り付ける(ファイバーを短くできる)。

• 同時分光観測が可能。露出時間などの設定はそれぞれで。

９



稼働開始時期の見通し

来年度の科研費申請が通れば、

• 2022－2023年度で開発

• 2024年度中でエンジニアリング・試験観測

• 2025年度前半から京大時間で公開

• 2025年度後半から共同利用で公開

• (天文コム以外は)技術的な開発要素はほとんどなく、

実現性は高いはず。

９


